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ー表紙の写真についてー

　表紙は、1 月 7 日に行われた「はたちのつどい」から。

当日は、20 歳を迎えた約 80 名が出席し、久しぶりに集まっ

た仲間たちとの交流や、恩師との再会などを楽しみました。

　当日の様子は次ページでも紹介しています。

まちの 題●話

（写真は倶知安小学校）

　12 月 14 日、人権尊重の重要性について理解を

深めることなどを目的に実施される「第 42 回全

国中学生人権作文コンテスト」で、倶知安中学

校3年の川村瑚
こきゅう

弓さんが入賞し、表彰されました。

倶中生が人権作文コンテスト入賞

　1 月 17 日、メジャーリーガーの大谷翔平選

手から全国約 2 万校の小学校に寄贈されたグ

ローブが、町内各小学校に届けられ、児童らに

お披露目されました。

野球をもっと好きになって

　12 月 28 日、カヌー選手である辰己博
ひ ろ み

実さん

が町長の元を訪れ、昨年 10 月に中国・杭州市

で開催された「アジアパラ競技大会」で銅メダ

ルを獲得したことを報告しました。

祝！アジアパラで銅メダル

　12 月から 1月にかけて町内各学校では、新幹

線倶知安駅デザインに関するアンケートが行わ

れ、生徒たちはそれぞれの案の印象などを話し

合った後、好きなデザインを選び投票しました。

子どもたちが考える未来の新幹線駅は？

　1 月 5 日、新年交礼会を町内ホテルで開催。

当日は、町功労者などの表彰が行われたほか、

町内の企業・団体の関係者が年頭のあいさつを

交わすなど、新たな年の始まりを祝いました。

町の課題に一丸となって取り組む

（写真は12月19日の倶知安中学校）

　12月25日、倶知安商工会議所青年部からくっ

ちゃん保育所ぬくぬくへ絵本約 20 冊が寄贈さ

れ、サンタの格好をしたメンバーが、子どもた

ちにプレゼントの絵本を手渡しました。

子どもたちへクリスマスプレゼント
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鈴 木 智
と も や

也 さ ん

―
―
倶
知
安
の
魅
力
は
？

　
「
じ
ゃ
が
祭
り
な
ど
に
参

加
し
て
、
地
域
と
関
わ
る
機

会
も
増
え
た
の
で
、
子
ど
も

の
頃
よ
り
も
町
の
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

羊
蹄
山
の
山
頂
か
ら
見
る
景

色
が
好
き
な
の
で
、
昨
年
は

2
回
登
り
ま
し
た
」

―
―
20
歳
を
迎
え
て
？

家族への

　　　恩返しを

おめでとう

思い出のつまった故郷故郷

た
い
で
す
」

―
―
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

は
？

　
「
道
職
員
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
土
地
で
多
く
の
人
と
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
な
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

て
、
北
海
道
の
魅
力
を
も
っ

と
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

―
―
今
、
家
族
に
伝
え
た
い

こ
と
は
？

　
「
就
職
を
機
に
一
人
暮
ら

し
を
始
め
た
こ
と
で
、
家
族

の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
少
し
で
も
育
て
て
く

れ
た
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　「はたちのつどい」が 1 月 7 日㈰、文化福祉セ
ンター大ホールで開催されました。
　式典では、中鉢空

そら

さんがはたちの誓いを、竹山
芽
め り

里さんがお礼の言葉を述べたほか、サプライズ
で学生時代の懐かしい写真や恩師からのメッセー
ジを集めた記念映像が上映されるなど、会場は笑
顔と感動に包まれました。

　
「
今
は
仕
事

で
精
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
少
し

ず
つ
家
族
や
友

だ
ち
と
の
時
間

を
増
や
し
、
い

つ
ま
で
も
『
遊

び
心
』
を
忘
れ

な
い
余
裕
の
あ

る
大
人
に
な
り

20歳

　倶知安で生まれ育ち、現在
は、北海道職員として後志総
合振興局で働く。
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特 集

　
『
東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
』
と
呼
ば

れ
る
倶
知
安
町
で
す
が
、
初
め
て
『
東

洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
』
と
い
う
表
現
を

し
た
の
は
、
本
町
に
ス
キ
ー
技
術
を
伝

え
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
武
官
の
レ
ル
ヒ
中

佐
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
０
０
年
以
上
も
昔
、

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
、
北
海
道
の

山
を
滑
っ
た
レ
ル
ヒ
中
佐
は
、「
北
海

道
の
冬
の
景
観
は
、
第
二
の
ス
イ
ス
で

あ
る
。
10
年
後
に
は
『
東
洋
の
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
』
と
し
て
大
発
展
を
見
る
で
あ

ろ
う
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
注
い
で

い
た
秩
父
宮
様
（
昭
和
天
皇
の
弟
）
が
、

ス
キ
ー
旅
行
で
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
訪
れ

ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
は
、「『
極

東
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
』
に 

最
後
の
御

思
出 

霊
泉
に
恵
ま
れ
た
好
ス
ロ
ー
プ 

御
滞
在
は
三
日
間
」
と
題
し
、
ス
キ
ー

場
の
様
子
を
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
、
後

に
倶
知
安
町
は
、『
東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
』
と
親
し
ま
れ
、
国
内
で
も
人
気
の

ス
キ
ー
観
光
地
と
な
り
ま
し
た
。

　　友好を築き続けた60年
　今年、2024 年はスイス・サンモリッツ市と倶知安町が姉妹都市の
提携を結んでから 60 周年を迎える記念すべき年です。
　今月号の特集では、サンモリッツとの歩みやサンモリッツの魅力を
改めてお伝えするほか、4 年ぶりに実施した青少年交流事業や 60 周
年を記念して実施する予定のイベントなどを紹介します。

　

海
外
旅
行
も
マ
イ
ナ
ー
だ
っ
た

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
、
イ
ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
冬
季
五
輪
視
察
の
た
め
、
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
市
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

当
時
の
高
橋
清
吉
町
長
ら
は
、
宿
泊
先

の
ホ
テ
ル
に
て
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長
の

フ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ル
ト
モ
氏
と
対
談
し

ま
し
た
。
高
橋
町
長
は
、
サ
ル
ト
モ
市

長
へ
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
用
意

し
た
ニ
セ
コ
の
絵
ハ
ガ
キ
や
バ
ッ
ジ
、

人
形
を
贈
り
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

1
時
間
30
分
に
わ
た
っ
た
対
談
の
最

後
、
高
橋
町
長
か
ら
姉
妹
都
市
提
携
の

話
を
持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ル
ト
モ

市
長
は
２
つ
返
事
で
快
諾
し
、
こ
の
話

が
本
当
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
し
て
、

倶
知
安
町
側
が
持
っ
て
い
た
ハ
ン
カ
チ

に
サ
ル
ト
モ
市
長
の
サ
イ
ン
と
公
印
が

押
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
橋
町
長
は
持
ち
帰
っ
た
ハ
ン
カ
チ

を
も
と
に
町
議
会
へ
説
明
を
行
い
、
同

年
3
月
19
日
に
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
が
決
議
さ
れ
、
国
内
初

と
な
る
ス
イ
ス
の
都
市
と
の
姉
妹
都
市

提
携
と
な
り
ま
し
た
。

“東洋のサンモリッツ”倶知安町

“ハンカチ”からつながる世界

～祝！サンモリッツ・倶知安　姉妹都市提携60周年～
1964年（昭和39年）

インスブルック冬季五輪視察のため渡欧中の高橋清吉町長がサンモリッツ市を訪問

フリッシュ・サルトモ市長へ姉妹都市提携を提案し、姉妹都市提携に至る

1968年（昭和43年）

1982年（昭和57年）

1986年（昭和61年）

1988年（昭和63年）

グルノーブル冬季五輪視察のため渡欧中の吉田冨美雄町長がサンモリッツ市を訪問

提携後初の人的交流となる

初の民間訪問団　23名がサンモリッツ市を訪問

サンモリッツ市から初の公式訪問団 9名が来町

姉妹都市提携 25周年を記念し、サンモリッツ市から「アルプホルン」3本の寄贈

初の公式訪問団　宮下雄一郎町長ら 26名がサンモリッツ市を訪問

1996年（平成8年）

1991年（平成3年）

2014年（平成26年）

初の青少年交流事業として中高生 2名をサンモリッツ市へ派遣

翌年、サンモリッツ市から初の留学生 2名が来町

倶知安町開基 100年記念を祝し、

サンモリッツ市から第 2回公式訪問団 15名が来町

姉妹都市提携 50周年を記念し、

サンモリッツ市から第 4回公式訪問 6名が来町

第 4回公式訪問団　福島世二町長ら 23名が

サンモリッツ市を訪問

1999年（平成11年）

姉妹都市提携 35周年を記念し、サンモリッツ市から第 3回公式訪問団 4名が来町

通信員制度の充実など 4点にわたる姉妹都市交流事業に合意し、調印式を行う

　1986 年の来町の返礼として、宮下
町長は町民と共に訪問しました

　式典後の歓迎レセプションでは、そ
れぞれが記念品を贈呈しました

❶

❷

❸

❸

❷

❶ 　初めての公式訪問団に倶知安町民は
スイス国旗の小籏を振り歓迎しました

姉妹都市提携から60年間、互いに交流を深め、友好を築いてきました。
町は、末永くこの関係が続くことを願っています。



リゾート地としての歴史が長く、隣国より就

業している人も多いため、国際色豊かでさま

ざまな言語が使用されています。

お店で英語が通じず、注文に手間取ったこと

も今では楽しい思い出になっています。

　60周年を記念し、町は「倶知安町町民海外研修事業」も兼ねたスイス・

サンモリッツ市への訪問を、今年の 6～ 7月ごろに予定しています。

　訪問人数や日程、旅行費用などの内容を決定した後、町民からも訪問団

メンバーの募集を行います。

　募集時期は 4月ごろを計画しており、広報紙やHP、SNS（Facebook、

LINE）にて詳細をお知らせします。

　また、その他にも町内でのさまざまな記念事業を予定していますので、

町民みんなで、この 60周年をお祝いしましょう！

町民がつなぐ　60 年の友好の懸け橋町民がつなぐ　60 年の友好の懸け橋

コロナを経て、4年ぶりの青少年交流事業

　両都市がともに力を入れる青少年交流事業は、過去 45名以上が

参加し、互いの文化や生活の違いを現地で体験してきました。

　今回は、倶知安高校の竹山侑
ゆ ら

来さん、ピンケイ・コンチャ・ネリー・

バレンティナさん、加藤あいらさんの 3名が 9月にサンモリッツ

を訪れ、12月に役場で報告会を行いました。

　60周年の今年は、サンモリッツの学生を受け入れ、町内のホー

ムステイ先や学校などで倶知安を体験・学習する予定です。
加藤さん　ピンケイさん　竹山さん

サンモリッツの魅力

　両都市は言葉の壁を越えて交流を図るため、それぞれ通信員を配置しており、

倶知安では平成 16年より、英語もスキーも堪能な九津見真
ま ゆ み

由美さんが務めています。

　両都市の交流に尽力してきた彼女にサンモリッツの魅力を教えてもらいます。

・学生だけで飛行機に乗ることも初めてで、とても緊張した

・サンモリッツで出会った人はハグをして快く受け入れてくれ、

　温かいおもてなしもしてくれる人の優しさに 1番感動した

・サンモリッツの学生を見ていて、恥ずかしくても間違っても

　積極的に話しかけることと、意見を言う大切さを学んだ

・自然が豊かで、特に山と湖の景色がきれいだった

・観光地ではあるが、伝統も大事にしていることを知れた

・時間の流れが穏やかで、自分たちもゆったり過ごせた

山に囲まれ、自然がきれいな

ため、写真の中にいるような

感覚になります。

ロープウェイなどを利用する

と、どこを見ても写真のよう

な景色を見られます。
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　～ 3名からの報告内容～

　提携 50周年の年、アスプリオン市長をはじめ 6名の訪問団が町を訪れまし

た。その訪問団の中には、来町が二度目のメンバーもおり、再会でき、大変う

れしかったことを覚えています。

　近年は、自然災害やコロナウイルスなどの影響で、青少年交流事業などを行

うことができない時期もありましたが、その度に姉妹都市交流が活発となり、

こうして姉妹都市提携 60周年を皆さんと迎えることができることを大変うれ

しく思います。

　今年は、両都市の皆さんと一緒にお祝いできるとすてきだと思います。

姉妹都市提携 60年を迎えて

姉妹都市通信員

九津見　真由美

サンモリッツ市
サンモリッツの基礎知識

今さら聞けない？！

・サンモリッツは、スイスの南東側に位置する

　面積：約 30平方㌔（倶知安の約 7分の 1）

　人口：約 5千人　　（倶知安の約 3分の 1）

　標高：1856メートル　　（羊蹄山の頂上とほぼ同じ高さ）

・スイスは、ヨーロッパのほぼ真ん中に位置し、イタリア、

　フランス、ドイツなどに囲まれ、日本との時差は約 8時間

おおらかで優しい人が多

く、町のスポーツ交流事

業に参加した際、現地イ

ンストラクターの家族が

集まる実家に招待され、

驚きました。市長も大変

フレンドリーでした。

1番の魅力は美しい景色

とおいしい食事です。

サンモリッツの昼食は、

家に帰って、1日の中で

1番ボリュームがある温

かい料理を食べます。

太陽が市のシンボルになるくらい

晴れの日が多く、積雪が少ないた

め、スキー場などは機械を使って

人工雪を降らせています。気温は

ずっと低いため、降らせた雪はす

ぐにはとけません。

両都市の懸け橋に！～すてきな出会いが待っています

姉妹都市通信員が伝える！

問総合政策課広報広聴係　☎ 56－ 8001



スキー選手のくっちゃん子 3 名が次に控える大会に向け、町長へ表敬
訪問をしました。①参加競技　②名前　③学年　でご紹介します。
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ＴＯＰＩＣＳ
くっちゃんニュースくっちゃんニュースＴＯＰＩＣＳ
くっちゃんニュースくっちゃんニュース

ス
キ
ー
競
技
で
く
っ
ち
ゃ
ん
子
が
大
活
躍

中
高
生
が
全
国
・
世
界
の
舞
台
へ

　

第
76
回
南
北
海
道
高
等
学
校
ス
キ
ー

競
技
選
手
権
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
で
、
倶
知
安
高
校
の
安
藤
功こ
う
き騎
さ

ん
と
新
井
朝あ
さ
み海
さ
ん
が
、
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
で
倶
知
安
高
校
の
生

安
藤　

優ゆ

う羽
（
倶
知
安
中
3
年
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
3
位
、
フ
リ
ー
6
位

小
椋　

咲さ

わ和
（
倶
知
安
中
3
年
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
11
位
、
フ
リ
ー
7
位

※
両
競
技
と
も
に
全
国
大
会
は
2
月
6

　

日
㈫
～
9
日
㈮
に
長
野
県
で
開
催

第
76
回
南
北
海
道
高
等
学
校
ス
キ
ー
競

技
選
手
権
大
会

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】

（
1
月
15
日
㈪
～
18
日
㈭
、
名
寄
市
）

安
藤　

功こ
う
き騎

（
倶
知
安
高
3
年
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
1
位
、
フ
リ
ー
1
位

船
場　

凱が
い
あ安

（
倶
知
安
高
1
年
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
2
位
、
フ
リ
ー
2
位

関　

胡こ
た
ろ
う

太
朗
（
倶
知
安
高
1
年
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
4
位
、
フ
リ
ー
3
位

田
村　

大ひ
ろ
ゆ
き幸

（
倶
知
安
高
3
年
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
5
位
、
フ
リ
ー
5
位

新
井　

朝あ
さ
み海

（
倶
知
安
高
1
年
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
1
位
、
フ
リ
ー
1
位

船
場
・
田
村
・
関
・
安
藤

男
子
リ
レ
ー
1
位

※
全
国
大
会
は
2
月
7
日
㈬
～
11
日
㈰

　

に
富
山
県
で
開
催

徒
5
名
が
、
第
56
回
北
海
道
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
で
倶
知
安
中
学
校
の
生
徒
5

名
が
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
獲
得
し

ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
全
国
大
会
出
場
決
定
者
の

み
、順
位
太
字
は
全
国
大
会
出
場
種
目
）

第
56
回
北
海
道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

【
ア
ル
ペ
ン
競
技
】

（
1
月
11
日
㈭
～
13
日
㈯
、
小
樽
市
）

岡
田　

果か
の
ん穏

（
倶
知
安
中
3
年
）

女
子
大
回
転
2
位

※
前
年
度
の
全
国
大
会
で
特
別
シ
ー
ド

　

選
手
と
な
っ
て
い
る
た
め
女
子
回
転

　

で
も
全
国
大
会
出
場

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】

（
1
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰
、
名
寄
市
）

山
本　

陽ひ
だ
か崇

（
倶
知
安
中
3
年
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
2
位
、
フ
リ
ー
2
位

押
尾　

有ゆ
う
さ
く朔

（
倶
知
安
中
2
年
）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
6
位
、
フ
リ
ー
8
位

学
校
給
食
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
に
輝
く

　

1
月
10
日
㈬
に
札
幌
市
内
で
開
催
さ

れ
た
、「
令
和
5
年
度
北
海
道
学
校
給

食
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
倶
知
安
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
献
立
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
郷
土
愛
を
育

む　

地
場
産
物
た
っ
ぷ
り
！
だ
し
を
活

か
し
た
和
食
給
食
」
で
、
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、じ
ゃ
が
い
も
や
ご
ぼ
う
、

お
米
な
ど
の
地

元
食
材
を
た
く

さ
ん
使
用
し
た

「
鶏
じ
ゃ
が
の

味み

そ噌
照
り
丼
」、

「
ご
ぼ
う
の
お

か
か
煮
」、「
豆

乳
の
味み

そ噌
汁
」

を
調
理
。
味
や

調
理
技
術
、
栄

養
管
理
だ
け
で

問雪トピアフェスティバル実行委員会
　（観光商工課内）☎ 23 － 3388

　両日ともに旭ケ丘スキー場が無料開放、美術館・
風土館が入場料の割引をしていますので、併せて
ご利用ください。また、絵本館は中央公園が会場
となるため、臨時休館となります。

主なイベント　　　※内容は変更になる場合があります
17 日㈯ 18 日㈰

ど こ ま で 飛 ば せ る で
SHOW!?、雪中ボブスレー
ゲ ー ム、 羊 蹄 太 鼓 演 奏、
牛乳消費拡大運動（無料
試飲）、シーニックナイト
点灯式、豪雪焼肉など

謎 解 き ス タ ン プ ラ リ ー、
スノーストライダー体験
試乗会、餅まき、雪中宝
探し、スノービーチフラッ
グスなど

【両日とも実施】
巨大雪だるま、巨大すべり台、スノーモービルチュー
ブ体験、倶知安フードフェスティバル、にこちゃんむ
かし遊びイベントなど

今年の会場は今年の会場は
中央公園（文化福中央公園（文化福
祉センター裏）！祉センター裏）！
みんなで一緒にみんなで一緒に
会場へ行こう！会場へ行こう！

■幼児開放／ 10 時～ 16 時、月・水・金は全館、
　火・木は 1 階のみ開放（12 時～ 13 時は使用不可）
問南児童館☎ 22 － 0419　（予約不要）　

児童館 2 階に新たな遊び場オープン

遊べる !? チョコレートおもちゃ

　甘い香りが漂ってきそう
な、かわいいコーナーがオー
プンします。チョコレートの
作り方がわかるすごろくやコ
イン落としゲームなど、楽し
いおもちゃがいっぱい！

2 月のクラフトは必見！
　今月もオリジナルカレン
ダーやバレンタイン用のク
ラフトなど、かわいいセッ
トを用意しているほか、塗
り絵やお絵かきなどができ
るコーナーもあるので、ぜ
ひ遊びにきてください！

かわいい？おもしろい？

世界で活躍するくっちゃん子が
町長を表敬訪問しました

①スロープスタイル
　・ビッグエア
②ニコルズ　皇

おーりー

吏 さん

③ 16 歳（高校 1 年生）

①モーグル
②藤村　一

いっけい

慶 さん

③ 16 歳（高校 1 年生）

①フリーライド
②玉井　天

て ん ま

満 さん

③ 17 歳（高校 2 年生）

楽しいことが 1 番！
崖のような場所を滑
る競技なので、覚悟
を決めて滑ります。

将来は五輪でも活躍
したいです。そのた
め、一歩一歩成長し
ていきます。

物価高騰により影響を受ける方への支援として

各種支援金・給付金の手続きはお済みですか？

　町では、物価高騰による生活費などの負担軽減を図
るため、くらしを支援する給付金事業を行っています。
対象世帯で申請書類が届いていない場合は、新たに送
付しますのでご連絡ください。
■申請期限／ 2月 29日㈭

倶知安町高齢者世帯等生活負担軽減支援金
■支給額／ 1 世帯当たり 1 万 2 千円
■対象世帯／基準日（令和 5 年 11 月 1 日）現在で住民
　登録のある非課税世帯で次のいずれかに該当する世帯
　① 65 歳以上のみで構成されている世帯
　②障害に係る手帳の交付を受けているまたは障害年
　　金を受給している方がいる世帯
　③児童扶養手当を受給している世帯
　④生活保護を受給している世帯
 問①福祉医療課高齢者介護保険係☎ 21 － 2767
 　②・④福祉医療課社会福祉係☎ 55 － 6115
 　③こども未来課こども支援係☎ 55 － 6116

書類はピンク色

倶知安町冬季くらしの価格高騰対策生活給付金
■支給額／ 1 世帯当たり 7 万円
■対象世帯／基準日（令和 5 年 12 月 1 日）現在
　で住民登録のある住民税均等割非課税世帯およ
　び家計急変世帯
問福祉医療課社会福祉係☎ 55 － 6115

くっちゃん子（高校生世代）子育て応援給付金
■支給額／こども 1 人当たり 5 万円
■対象者／基準日（令和 5 年 11 月 30 日）現在　
　で住民登録のある平成 17 年 4 月 2 日から平成
　20 年 4 月 1 日までに生まれたこどもを養育す
　る者（通学等の理由により町外に転出した場合
　も対象で要申請）
　※扶養親族でない場合は対象外
問こども未来課こども支援係☎ 55 － 6116

書類は黄色

次の大会ではかっこ
よく滑りきって、決
勝まで進みたいです。

は
な
く
、
献
立
を
活
用
し
た
食
育
指
導

な
ど
か
ら
総
合
的
に
審
査
さ
れ
、
今
回

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
受
賞
し
た
献
立
は
、
1

月
19
日
㈮
の
学
校
給
食
で
子
ど
も
た
ち

に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

書類は緑色
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2
月
16
日
～
3
月
15
日
ま
で

確
定
申
告
（
住
民
税
申
告
）
会
場
を
開
設
し
ま
す

可
能
な
限
り
風
邪
対
策
の
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
の
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
体
調
不
良
の
際
は
、
来
庁
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
受
付
期
間
／
2
月
16
日
㈮

　

～
3
月
15
日
㈮
の
9
時
～
12
時
、
13

　

時
～
16
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

■
会
場
／
役
場
1
階
会
議
室

■
対
象
者
／
今
年
1
月
1
日
現
在
、
町

　

内
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
し
な

　

い
方

①
税
務
署
も
し
く
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
確

　

定
申
告
を
す
る
方

②
勤
務
先
で
年
末
調
整
が
済
ん
だ
方

　
（
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合

　

は
確
定
申
告
が
必
要
）

③
収
入
が
公
的
年
金
等
の
み
の
方
で
、

　

ア
昭
和
34
年
1
月
1
日
以
前
生
＝
年

　
　

間
１
４
８
万
円
以
下
の
方

　

イ
昭
和
34
年
1
月
2
日
以
後
生
＝
年

　
　

間
98
万
円
以
下
の
方

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係

る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
の
場
合
は
所
得
税
の
確
定
申
告
が

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も

③
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
住
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
申
告
を
す
る
場
合

は
、
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
の

公
的
年
金
等
と
他
の
20
万
円
以
下
の
所

得
の
い
ず
れ
も
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の
／

❶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
※
な
い
場
合

　

は
、
通
知
カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

❷
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
）、
支

　

払
調
書
な
ど

❸
各
種
控
除
（
国
保
税
・
国
民
年
金
・

　

介
護
保
険
・
生
命
保
険
な
ど
）
の
領

　

収
書
・
控
除
証
明
書

❹
医
療
費
控
除
の
明
細
書
ま
た
は
医
療

　

費
通
知
書

❺
本
人
名
義
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も

　

の
（
預
金
通
帳
）

※
前
年
中
に
収
入
が
無
か
っ
た
方
や
非

　

課
税
所
得
の
み
の
方
で
も
、
必
ず
申

　

告
を
し
て
く
だ
さ
い

問
税
務
課
住
民
税
係
☎
56
―
８
０
０
３

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
が
あ
る
場

合
は
、
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

00 125125

２
０
２
３
年
倶
知
安
消
防
署
災
害
出
動
の
概
況

救
急
出
動
件
数
が
大
幅
増

　

２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
中
の
倶
知

安
消
防
署
災
害
出
動
件
数
は
、
救
急
出

動
を
除
き
１
４
７
件
（
町
外
へ
の
出
動

を
含
む
）。
そ
の
う
ち
、
火
災
出
動
件

数
は
8
件
（
前
年
比
3
件
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

救
急
出
動
件
数
は
、
８
８
１
件
（
町

外
へ
の
出
動
を
含
む
）
で
、
８
０
５
人

（
前
年
比
71
人
増
）
の
傷
病
者
を
搬
送

し
ま
し
た
。
特
に
急
病
に
よ
る
救
急
出

動
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
出
動
件
数
が
、
前
年
よ
り
3
件

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層

の
防
火
対
策
を
し
、
火
災
の
な
い
一
年

に
し
ま
し
ょ
う
。
火
の
用
心
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
倶
知
安
消
防
署

☎
22
―
１
０
８
９

2023 年 災害出動　147 件（▲ 2 件）

救急出動
881 件

（115 件）

交通事故　49 件
　　　　（7 件）

労働災害　13 件
　　　　（2 件） その他　29 件

  　　　 （19 件）

急病
415 件

（51 件）

一般負傷
225 件

（24 件）

転院搬送
148 件

（12 件）

※（　）内は前年比

2023 年

※（　）内は前年比

救　助 交通事故などにより脱出できない人を救出する出動など
※交通事故 5 件、山岳救助 10 件、遭難事故 8 件、落雪事故 4 件など

火　災 建物や車両などが燃えたときに消火活動を行うための出動
※建物火災 7 件、その他火災 1 件

その他 ドクターヘリ離着陸支援、火災報知設備の誤作動に伴う出動など

救助
50 件（▲ 2 件）

火災　8 件（▲ 3 件）

建物の倒壊・屋根からの落雪など

雪による事故を防ぎましょう

積雪による建物の倒壊事故や屋根などからの落雪
事故を防ぐため、屋根の雪下ろしを行いましょう
　気温や雪の降り方によっては、普段落ちない屋
根の雪が一気に落ちることがあります。
　落雪事故は、気温がプラスマイナス 3 度程度
の時に発生しやすいという特徴があり、気温が上
昇した日中には、落雪による事故が起きたり、道
路をふさいでしまったりする場合もあります。
　屋根に雪が残っている場合は、軒下の通行に十
分注意し、軒下や道路では絶対に子どもを遊ばせ
ないようにしてください。
　また、災害時の避難経路を確保するため、非常
口や避難階段、敷地内などの除雪を行いましょう。

問建設課豪雪対策室　　　　　　　　　☎ 56 － 8011
　まちづくり新幹線課景観室建築指導係☎ 56 － 8012
　住民環境課生活安全係　　　　　　　☎ 56 － 8005

雪下ろしをする際の注意事項
①命綱を着けるなど落下事故に注意しましょう
②歩行者への十分な安全対策を行いましょう
③一人で作業を行わないようにしましょう

車を運転する前に敷地内で雪を下ろしましょう
　車の雪を処理せずに運転すると、その雪で自身や
後続車の視界を遮ってしまうことがあるため、大変
危険です。さらに、道路上に車の雪が落ちることで
道路状況を悪化させ、他の車に迷惑が掛かることも
あるため、運転前に車の雪を処理しましょう。

※交通事故および交通
　障害防止のため、屋
　根からの落雪や敷地
　内の雪を道路に出さ
　ないでください

●
●

●

ヘルメット

安全帯
（ハーネス）

命綱

その他
89 件（3 件）

火災　2 件
  　　　 （0 件）

力
強
く
書
き
上
げ
る

小
・
中
学
生
書
き
初
め
大
会

　
「
小
・
中
学
生
書
き
初
め
大
会（
主
催
：

倶
知
安
町
青
少
年
育
成
会
）」
が
1
月

10
日
㈬
、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
町
内
の
小
中
学
生
51
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

小学 1・2 年生 小学 3・4 年生 小学 5・6 年生 中　学　生
「つばさ」 「青い空」 「希望の光」 「未知への挑戦」

倶 知 安 町 長 賞 松田 ひかり 柏原 良
りょうすけ

祐 佐々木 唯
ゆ い と

了 柏原 李
り お ん

音
倶 知 安 町 教 育 長 賞 山﨑 大

た い し

士 松田 あかり 大友 蘭
らん

大友 心
じん

倶 知 安 町 議 会 議 長 賞 中田 岳
がく

田村 優
ゆ め

芽 山本 悠
ゆ う な

菜 前田 陽
ひ な た

葵
青 少 年 育 成 会 会 長 賞 織笠 崇

た か と

人 大友 温
おん

前田 煌
こ う や

矢 小室 実
み ゆ

結

倶 知 安 町 文 化 協 会
会 長 賞

山本 銀
ぎ ん た

大
秋山 珠

た ま き

紀
齋藤 正

しょうえい

英 －
網野 一

い お り

栞

倶知安ライオンズクラブ
会 長 賞

松澤 翼
つばさ

鈴木 碧
あ お い

海
傳法 茉

ま り な

莉奈
－

森田 りおん

倶知安ロータリークラブ
会 長 賞

阪井 佑
ゆ な み

南
佐藤 翔

しょうき

輝 佐伯 夏
か り ん

梨 －
工藤 蒼

そ う た

大

倶 知 安 コ ス モ ス の 会
会 長 賞

吉田 大
ひ ろ と

翔
中田 光

み つ き

希
沼田 かの －

日野 貴
た か き

稀
佳 作 小田桐 慧

け い や

也 中谷 太
た い ち

一 西村 優
ゆ き な

季奈 －

入 選 渡辺 颯
はやて

大久保 岳
がく

中谷 心
こ は る

晴 －

　

作
品
は
同
日
、
書
家
荒
野
洋
子
氏
や

青
少
年
育
成
会
平
野
雄
二
会
長
ら
に
よ

り
審
査
さ
れ
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）



的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

■
期
間
／
3
月
26
日
㈫
～
4
月
1
日
㈪

■
場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
対
象
／
小
学
2
～
6
年
生
（
令
和
6
年

2
月
末
現
在
）

■
申
込
期
限
／
3
月
6
日
㈬

■
参
加
費
／
新
千
歳
空
港
発
20
万
3
千
円

※
出
発
地
に
よ
り
金
額
が

異
な
り
ま
す
。
事
業
の

詳
細
は
HP 

を
ご
覧
く
だ

さ
い

■
問
合
せ
・
申
込
／

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
―
６
８
２
５
―
３
１
３
０

　

対
象
者
は
、
期
間
中
に
1
回
の
接
種
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
を

希
望
す
る
方
は
、
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
対
象
者
／
生
後
６
カ
月
以
上
の
方

■
無
料
接
種
期
間
／
令
和
５
年
９
月
20
日

か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

接
種
を
希
望
す
る
方
で
、
令
和
５
年
５

月
８
日
以
降
に
町
が
発
行
し
た
接
種
券
を

持
っ
て
い
る
方
は
、
送
付
さ
れ
て
い
る
案

内
に
従
い
、
予
約
を
し
て
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
券
を
持
っ
て
い

な
い
方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
ま
で
の
流
れ
／

①
福
祉
医
療
課
に
接
種
券
を
電
話
で
請

求
す
る（
接
種
券
は
郵
送
に
て
送
付
）

②
接
種
券
に
同
封
さ
れ
た
案
内
に
従
っ

て
予
約
し
、
接
種
を
受
け
る

hokkaido.lg.jp

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発
電

　

転
入
や
年
齢
な
ど
の
条
件

に
よ
り
、
手
続
き
の
方
法
が

異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
医
療
課
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
係

☎
22
―
１
１
４
４

　

倶
知
安
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
で

は
、
譲
渡
所
得
お
よ
び
贈
与
税
の
特
例
適

用
可
否
や
贈
与
税
に
お
け
る
贈
与
さ
れ
た

土
地
建
物
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
、
個
別

相
談
で
き
ま
す
。
札
幌
中
税
務
署
職
員
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

■
相
談
日
／
2
月
1
日
㈭
～
3
月
15
日
㈮

の
毎
週
火
・
木
曜
日
の
み

■
相
談
資
格
／
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
の
方

■
入
場
整
理
券
の
取
得
方
法
／

①
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
事
前
発
行

②
会
場
で
当
日
配
付
（
入
場
整
理
券
の

配
付
状
況
に
よ
っ
て
、
別
日
の
予
約

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

申
告
期
限
間
際
は
大
変
混
雑
す
る
た

め
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
倶
知
安
税
務
署
☎
22
―
１
１
９
２

　

冬
期
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
で
短
期
で
働
い
て

い
る
方
を
対
象
に
、
春
以
降
の
仕
事
を

紹
介
す
る
「
し
り
べ
し
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
19
日
㈪
、
20
日
㈫
の
2
日

間
、
い
ず
れ
も
11
時
～
16
時

■
場
所
／N

iseko Adventure Centre

2
階
（
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
1
条
2
丁
目
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
面
談
を
希
望
す
る
場

用
施
設
の
立
地
の
促
進
・
運
転
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・

周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整

備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
倶
知
安
町
で
４
４
０
万
円

の
交
付
金
を
公
立
保
育
所
運
営
事
業
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ

く
ぬ
く
運
営
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
規
格
の
「FRS

（Fam
ily Radio 

Service

）」
な
ど
の
外
国
規
格
に
基
づ
き

製
造
さ
れ
た
無
線
設
備
や
無
線
機
は
、
日

本
国
内
の
無
線
通
信
に
妨
害
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
で
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
規
格
の

「U
H

F-C
B

（U
H

F-C
itizen

's B
an

d 
Radio

）」
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
規
格
の

「PRS （Personal Radio Service

）」
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
周
波
数
と
重
複
し

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

※
長
期
休
暇
期
間
や
支
援
員
の
休
暇
時
に

補
助
員
と
し
て
働
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
空
い
た
時
間
に
仕
事
が
し
た

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

交
通
指
導
員　

2
名

■
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
保
持
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
登
下
校
時
の
児
童
や
生
徒
、

一
般
歩
行
者
へ
の
安
全
な
通
行
指
導
と

誘
導
な
ど
の
交
通
安
全
業
務

■
勤
務
時
間
／
7
時
30
分
～
9
時
と

13
時
30
分
～
15
時
、
月
に
よ
っ
て
勤
務

時
間
や
勤
務
日
数
に
変
更
有

■
勤
務
場
所
／
通
学
路
な
ど

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
6
～
7
万
円
程
度

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

予
備
自
衛
官
補

■
受
験
資
格
（
一
般
）
／
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
者

※
細
部
は
倶
知
安
地
域
事
務
所
へ
問
合
せ

■
受
験
資
格
（
技
能
）
／
18
歳
以
上
で
国

家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

※
細
部
は
倶
知
安
地
域
事
務
所
へ
問
合
せ

■
受
付
期
間
／
受
付
中
～
4
月
4
日
㈭

■
試
験
日
／
4
月
6
日
㈯
～
21
日
㈰
の
い

ず
れ
か
一
日

一
般
曹
候
補
生
（
第
1
回
）

合
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
後
志
総
合
振
興
局
商
工
労
働
係

　

し
り
べ
し「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」マ
ッ

チ
ン
グ
プ
ラ
ン
無
料
職
業
紹
介
所

☎
23
―
１
３
６
２

http://w
w

w
.shiribeshi.pref.

hokkaido.lg.jp/ss/srk/m
atching/

j_top.htm
l

shiribeshi.ciltm
atcing@

pref.

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
3
月
1
日
㈮
～
5
月
6
日
㈪

■
一
次
試
験
日
／
5
月
17
日
㈮
～
26
日
㈰

の
い
ず
れ
か
一
日

■
二
次
試
験
日
／
一
次
試
験
合
格
通
知
に

て
お
知
ら
せ

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古
谷　

和
之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清
水　

礼
子
☎
22
―
０
０
７
５

　

名
畑　

由
美
☎
22
―
１
１
７
７

　

油
谷　

賢
次

☎
０
９
０
―
８
９
０
３
―
３
４
０
３

一
般
世
帯
向
け
（
家
族
向
け
）

・
羊
蹄
団
地
（
北
3
東
7
）

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
7
号
棟
1
階
）

高
齢
者
世
帯
向
け
（
60
歳
以
上
向
け
）

・
ひ
ま
わ
り
団
地
（
北
6
西
5
）

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
1
号
棟
1
階
）

・
ノ
ー
ス
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
（
北
7
西
1
）

2
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
秋
棟
1
階
）

■
募
集
期
間
／
2
月
1
日
㈭
～
15
日
㈭

応
募
に
は
必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
合
せ
。

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
０
９

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、「
第
48
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近
い
南
の
島
ヨ

ロ
ン
島
の
サ
ン
ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然

の
中
で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の

民
宿
で
の
共
同
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
野
外

活
動
を
通
し
て
、
助
け
合
い
の
心
や
積
極

児
童
支
援
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
、
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許
有
資
格

者
・
児
童
関
連
業
務
の
従
事
経
験
者
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
平
日
10
時
～
18
時
ま
た
は

13
時
～
18
時
、
土
曜
・
長
期
休
暇
期
間

8
時
～
18
時
の
間
で
シ
フ
ト
制

■
勤
務
場
所
／
北
児
童
館
お
よ
び
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
12
～
16
万
円
程
度
、

期
末
手
当
・
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・

通
勤
手
当
有

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

暮らしの

Information

－13－ －12－

募

集

　

※「
倶
知
安
町
保
育
人
材
確
保
一
時
金
」

　
　

の
対
象
と
な
る
場
合
有
。
詳
細
問
合
せ

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

児
童
支
援
員
補
助
職
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
子
育
て
経
験
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
児
童
支
援
員
の
補
助

■
勤
務
時
間
／
平
日
14
時
～
18
時
、
長
期

休
暇
期
間
8
時
～
14
時
ま
た
は
14
時
～

　

18
時
（
変
更
の
場
合
有
）
※
週
20
時
間

　

未
満

■
勤
務
場
所
／
北
児
童
館
お
よ
び
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
６
０
～

１
１
１
７
円
程
度
、
通
勤
手
当
・
賞
与
有

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

自
衛
官
募
集

周

知

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　納税だより
町道民税・軽自動車税のこと　住民税係☎ 56 ー 8003
税金の納付方法、納税相談のこと　納税係☎ 56 ー 8002
宿泊税のこと　宿泊税係☎ 56 ー 8002
固定資産税のこと　資産税係☎ 56 ー 8004

【2023 年分の確定申告の受付は 16 日㈮から開始です】

　「e-Tax」を利用して確定申告書を提出すると、申告書に添

付する書類の提出が省略でき（申告期限から 5年間は税務署

からの提出や提示を求められることがあります）、24 時間い

つでも申告書を提出することができます。また、還付申告の

際は処理の期間が短くなるといったメリットがあります。

スマートフォンやタブレット端末をお持ちの方も「e-Tax」

を利用することができます。ご利用にあたっては、事前に税

務署へ運転免許証などの本人確認書類を持参のうえ、手続き

していただく必要があります。

※詳しい内容は国税庁 HP（http://www.e-tax.nta.go.jp）

【ふるさと納税ワンストップ特例】

　年末調整を済ませた方など、ふるさと納税以外に申告を行

う必要がない方に限り、確定申告を行わなくても申請により

寄附金控除を受けることができる制度です。そのため、この

特例を申請していても確定申告を行う場合は、特例を受ける

ことができなくなります。また、6 カ所以上の自治体へふる

さと納税を行った場合も、この特例を受けることができなく

なります。これらの場合は、すべてのふるさと納税の金額を

申告する必要がありますのでご注意ください。

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

【お気軽に納税相談を】

　「町税を納付できない事情がある」「納付書を紛失してし

まった」など、納税に関する相談は随時受け付けております

ので、お気軽に納税係へ連絡またはお越しください。

問税務課納税対策室納税係☎ 56 － 8002

し
り
べ
し
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
２
０
２
４

令
和
５
年
分
確
定
申
告
に
お
け
る

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

URL

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
無
料
接
種
は
３
月
末
ま
で

第
48
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

外
国
規
格
無
線
設
備
の
使
用
禁
止



■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
も
、
観
光
面
や

日
常
生
活
、
医
療
、
災
害
な
ど
か
ら
、
対

応
方
針
（
案
）
に
賛
同
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
詳
細
ル
ー
ト
・
構
造
の
検
討

や
費
用
対
効
果
分
析
を
含
め
た
総
合
的
な

評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。

ニ
セ
コ
観
光
圏
協
議
会
（
蘭
越
町
、
ニ

セ
コ
町
、
倶
知
安
町
）
で
は
、
地
域
に
住

む
方
が
観
光
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
の
か
、
観
光
を
通

じ
て
ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
て
い
き
た
い

の
か
を
把
握
し
、
今
後
の
観
光
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
調
査
期
間
／
2
月
29
日
㈭
ま
で

■
回
答
方
法
／
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
回
答
す
る
こ
と

が
可
能
で
す

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
の
中
か
ら
抽
選
で
30
名
様
にAm

azon

ギ
フ
ト
千
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（Am

azon

はAm
azon.com

, 
Inc.

ま
た
は
そ
の
関
連
会
社
の
商
標
で

す
）

問
観
光
商
工
課
観
光
推
進
係

☎
23
―
３
３
８
８

　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
蘭
越
～
倶
知

安
間
の
事
業
化
に
向
け
た
、
国
土
交
通
省

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
北
海

道
地
方
小
委
員
会
の
「
計
画
段
階
評
価
」

の
3
回
目
が
、
令
和
5
年
12
月
19
日
㈫
に

札
幌
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
計
画
段
階
評
価
」
と
は
、
新
規
事
業

が
採
択
さ
れ
る
前
段
階
に
お
い
て
、
政
策

目
標
を
明
確
に
し
、
複
数
の
案
の
比
較
や

評
価
を
行
う
も
の
で
、
蘭
越
～
倶
知
安
間

に
つ
い
て
は
、
地
域
課
題
や
現
道
課
題
を

解
消
す
べ
く
、
次
の
政
策
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
速
達
性
、
安
全

性
の
向
上

○
各
市
町
村
間
の
速
達
性
、
安
全
性
の
確

保
○
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
救
急
搬
送
の

速
達
性
、
安
定
性
の
向
上

○
大
規
模
災
害
時
や
地
吹
雪
・
洪
水
発
生

時
に
お
け
る
国
道
機
能
確
保

会
合
で
は
、
北
海
道
開
発
局
か
ら
地
域

意
見
聴
取
の
結
果
を
踏
ま
え
、
検
討
中
の

「
別
線
整
備
ル
ー
ト
」
と
「
別
線
整
備
・

て
お
り
、
テ
レ
ビ
や
重
要
な
通
信
に
妨
害

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

使
用
し
た
場
合
は
、
法
律
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
ま
す
の
で
、
無
線
機
の
購
入
・
使
用

な
ど
の
際
に
は
必
ず
、「
技
術
基
準
適
合

証
明
マ
ー
ク
」の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
電
波
監
理

　

部
電
波
利
用
環
境
課

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

ようてい法律事務所

弁護士 渡邉 恵介
☎ 21-6228

道内の特殊詐欺被害は減少も
手口は巧妙化

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－14－

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
十
分
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転

落
事
故
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業
を
す

る
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
根
か
ら
雪
が
落
ち
て
こ
な
い
か
注
意

す
る

○
作
業
を
す
る
時
は
滑
り
止
め
の
つ
い
た

靴
を
履
き
、
動
き
や
す
い
服
装
で
行
う

○
屋
根
の
上
で
作
業
す
る
時
は
命
綱
を
つ

け
る

○
作
業
は
二
人
以
上
で
行
い
、
や
む
を
得

ず
一
人
で
行
う
場
合
は
、
家
族
や
隣
人

に
声
を
掛
け
て
か
ら
行
う

○
体
調
が
悪
い
と
き
は
除
雪
作
業
を
行
わ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

1 月 17 日 ( 水 ) までに住民環境課住民係へ
届け出があったもので、承諾を受けた内容
について掲載しています。

令和 5 年 令和 4 年
人　身 35 件 33 件
物　損 822 件 552 件
死　者 0 名 0 名

12 月末までの
町内交通事故発生状況

令和 5 年 令和 4 年
火　災 8 件 11 件
救　急 881 件 793 件
救　助 50 件 52 件
その他 89 件 85 件

12 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

な
い

以
上
の
こ
と
に
注

意
を
し
て
、
安
全
に

除
雪
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

人の動き　令和 5年 12月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

16,505 人

 8,600 人

 7,905 人

10,058 世帯

（前月比  +945）

（前月比  +549）

（前月比  +396）

（前月比  +951）

うち外国籍住民 2,794人（前月比  +923）

12
月
の
主
な
事
件

　

12
月
中
、
倶
知
安
町
で
は
犯
罪
の
発
生

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

12
月
の
主
な
交
通
事
故

▽
1
日
、
国
道
5
号
の
交
差
点
に
お
い

て
、
出
合
い
頭
の
人
身
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

▽
2
日
、
国
道
5
号
に
お
い
て
、
正
面
衝

－15－

こ
の
度
の
震
災
に
当
た
っ
て

突
の
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
6
日
、
商
業
施
設
の
駐
車
場
内
に
お
い

て
、
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　1 月 1 日、能登半島を震源とした地震が発生し、甚大な被害が生

じました。この度被災された皆さまに対して心よりお見舞いを申し

上げますとともに、一刻も早く日常が戻ることを願っています。

　今回の地震では、津波の怖さを改めて痛感しました。津波に関す

る注意報・警報が発せられた場合は、対象地域の方は直ちに避難を

することが重要です。

　津波からの避難に際し、不動産の権利証、預貯金の通帳、実印な

どを持ち出す必要はありません。仮にこれらを紛失したとしても、

権利を失うことはありませんので、これらを探したり、取りに戻っ

たりはせず、一刻も早く避難することを優先してください。

　また、今回の地震では、道内に大きな被害はありませんでしたが、

これから道内に避難してくる方がいるかもしれませんし、知り合い

に人的な被害や建物倒壊などの物的被害が生じたり、事業が行き詰

まったりした方がいるかもしれません。

　そのようなときは、さまざまなお金の支援制度（給付や貸付）が

あるほか、被災によってローンの支払が困難となるような場合、ロー

ンを減免する制度（被災ローン減免制度）もあります。

被災ローン減免制度は、災害救助法が適用された自然災害の影響

を受けたことによって、債務の返済が困難となった個人の方が対象

で、今回の能登半島地震でも災害救助法が適用されています。

　災害は、時と場所を選ばずに発生しますので、制度についてあら

かじめ知っておくことが有用です。

　皆さん自身やお知り合いでお困りの方がいましたら、さまざまな

支援制度がありますので、専門家にご相談ください。

一
部
現
道
活
用
ル
ー
ト
」の
2
案
の
う
ち
、

全
て
の
政
策
目
標
に
お
い
て
同
等
以
上
の

達
成
が
見
込
め
る
「
別
線
整
備
ル
ー
ト
」

を
対
応
方
針
（
案
）
と
す
る
こ
と
が
説
明

ごめいふくをお祈りします

○倶知安町 ホームページ

https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/

○倶知安町 Facebook

https://m.facebook.com/kutchan.hokkaido/

○倶知安町 LINE 公式アカウント

LINE ID：＠ kutchan

○小川原脩記念美術館 Facebook

https://m.facebook.com/shu.ogawara.moa/

○倶知安風土館 Facebook

https://m.facebook.com/Kutchan.Fudokan/

○資源・ごみ分別アプリ「さんあーる」

アプリのダウンロードはこちらから→

Android iOS

新
た
な
人
権
擁
護
委
員

新
井

融
さ
ん

てきたというケースがありました。
　親族や友人などと連絡を取り、情報交換を
して、詐欺被害に遭わないように注意しま
しょう。何かありましたら相談室へお気軽に
ご連絡ください。

　北海道警察の発表では、2023 年の道内の
特殊詐欺被害件数は、前年と比べて 124 件
減少しています。
　これは、道民への周知・啓発を行ってきた
関係機関の取り組みによる成果だと思いま
す。しかし、次々と詐欺の新しい手口が発生
し、後を絶たないのも実情です。
　町内でも「困っている人を助けましょう！」
と語り、不用品を回収・訪問する電話がかかっ

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
観
光
に
対
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

道
横
断
自
動
車
道
蘭
越
～
倶
知
安
間

が
事
業
化
へ
一
歩
前
進



生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に

・
朝
起
き
た
ら
日
光
を
浴
び
て
気
持
ち

良
い
目
覚
め
を
迎
え
、
体
を
眠
り
の

状
態
か
ら
活
動
で
き
る
状
態
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す

・
日
中
は
、
十
分
に
運
動
し
、
体
を
動

か
し
て
、
３
食
し
っ
か
り
と
食
べ
て

栄
養
を
取
り
、
規
則
正
し
い
生
活
リ

ズ
ム
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

・
寝
る
前
の
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
、
脳
を
覚
醒

さ
せ
て
眠
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
睡

眠
が
浅
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
寝
る
前
は
テ
レ
ビ
を
消
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
も
極
力
見
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

保
護
者
の
帰
宅
時
間
の
都
合
や
家
庭

の
事
情
で
、
お
子
さ
ん
が
規
則
正
し
く

睡
眠
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生

活
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
家
族
み
ん
な

で
健
康
的
な
体
と
心
を
育
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
こ
ど
も
未
来
課
母
子
保
健
係

☎
22
―
１
１
４
４

め
に
、
親
睦
を
深
め
る
行
事
や
、
け
が

や
事
故
に
備
え
た
保
険
加
入
な
ど
、
福

利
厚
生
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
約
15
名
の
会
員
が
登
録
し
て

い
ま
す
が
、
性
別
を
問
わ
ず
一
緒
に
働

く
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
元
気
に

過
ご
す
た
め
に
も
、
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

－17－

いきいき健康ライフいきいき健康ライフいきいき健康ライフ

子
ど
も
の
睡
眠
と
生
活
リ
ズ
ム

　

近
年
は
、
再
雇
用
や
再
任
用
な
ど
、

定
年
を
過
ぎ
て
も
仕
事
を
続
け
る
機
会

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
、
気
持
ち
の

張
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事

を
し
て
喜
ば
れ
る
こ
と
が
、
励
み
や
生

■
主
な
仕
事
内
容
／
除
草
や
草
刈
り
、

　

植
木
の
冬
囲
い
や
剪せ
ん
て
い定
、
施
設
や
家

　

庭
の
除
雪
、
施
設
の
清
掃
・
管
理
な
ど

　

運
営
は
会
員
に
よ
り
自
主
的
に
行
わ

れ
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
入
会
で

き
、
働
い
た
時
間
や
日
数
に
応
じ
て
配

分
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
同
士
が
楽
し
く
働
く
た

き
が
い
と
な
り
、
長
生
き
の
秘ひ
け
つ訣
と

な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

現
役
時
代
の
技
能
や
経
験
を
生
か
し

た
短
期
的
・
臨
時
的
な
仕
事
を
通
じ
、

生
き
が
い
の
充
実
や
社
会
参
加
、
健
康

の
増
進
を
目
的
と
し
て
、
高
齢
者
事
業

団
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

全
国
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
「
倶
知
安
町
高
齢
者
事
業

団
」
が
平
成
3
年
に
設
立
さ
れ
、
民
間

企
業
や
官
公
庁
、
家
庭
か
ら
依
頼
さ
れ

た
仕
事
を
有
償
で
請
け
負
い
、
性
別
・

年
代
関
係
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
会
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
会
員
の
技
能
を
生
か

し
た
軽
作
業
が
中
心
で
、
ち
ょ
っ
と
人

手
が
ほ
し
い
け
れ
ど
業
者
に
頼
む
ほ
ど

で
も
な
い
、
忙
し
く
て
自
分
で
す
る
時

間
が
な
い
時
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
依

頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぼくたちぼくたち
わたしたちわたしたち

子子んんゃゃちちっっくく
倶知安ですくすく育つ子どもたちです。「こんな子に
育ってほしい！」ご家族の願いも併せて紹介します。
問総合政策課広報広聴係☎ 56 － 8001

※ 4・10 カ月児健康診査を受診した子どもで、保護者が同意した場合のみ掲載しています

子育て支援センターだより

子育て支援センター（南 3 東 5 ぬくぬく内）☎ 55 ー 8355 FAX 55 ー 8377
開所時間　9 時 30 分～ 12 時、13 時 30 分～ 16 時
休 所 日　日曜日、祝日

－16－

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
元
気
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

3 月の広場のお知らせ
あいあい広場（0 歳）　　　　3 月 14 日㈭　
きらきら広場（1 歳）　　　　3 月 21 日㈭
のびのび広場（2・3 歳）　  　3 月 17 日㈭
■申込／ 2 月 5 日㈪ 9 時 30 分～

子育て講座「アロマルームフレグランス作り」　
○日　時：3 月 6 日㈬ 10 時～ 11 時
○場　所：子育て支援センター※託児有
○講　師：竹村由紀氏
○持ち物：タオル、飲み物（2 人分）
○参加費：オイル代 500 円
■申込／ 2 月 13 日㈫ 9 時 30 分～
＊広場・講座ともに子育て支援センターを利用したことがない「はじめまして」の方も参加できます

問
倶
知
安
町
高
齢
者
事
業
団
（
保
健
福

　

祉
会
館
隣
）
☎
23
―
４
０
２
０

　

倶
知
安
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
０
５
０
０

「
寝
る
子
は
育
つ
」
っ
て
ホ
ン
ト
？

　
「
睡
眠
」
は
、
人
が
生
き
て
い
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
活
動
で
す
が
、
特
に

子
ど
も
の
成
長
発
達
に
は
と
て
も
大
切

な
も
の
で
す
。
睡
眠
が
も
た
ら
す
効
果

を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

①
『
体
の
成
長
』
…
睡
眠
中
に
分
泌

さ
れ
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
、

骨
や
筋
肉
が
つ
く
ら
れ
、
体
の
発
育

を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
疲
労
回
復
や

免
疫
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
日

中
の
行
動
の
質
が
高
ま
り
ま
す

②
『
脳
の
成
長
』
…
睡
眠
中
に
脳
は
、

幼
稚
園
や
学
校
な
ど
で
練
習
し
た
こ

と
や
勉
強
し
た
こ
と
の
記
憶
を
整
理

し
ま
す
。
そ
し
て
、
覚
え
た
こ
と
を

脳
に
定
着
さ
せ
、
記
憶
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す

③
『
心
の
発
達
』
…
睡
眠
不
足
が
続

く
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
注
意
力

や
集
中
力
が
下
が
り
、
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
質

の
良
い
睡
眠
は
、
気
持
ち
を
安
定
さ

せ
ま
す

し
っ
か
り
睡
眠
を
と
る
こ
と
で
、
こ

れ
ら
の
効
果
が
健
康
的
な
心
身
を
つ
く

る
た
め
、『
寝
る
子
は
育
つ
』
は
言
葉

通
り
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

0歳は子育て支援センターでおもちゃ作り、

1歳と2・3歳はくっちゃん保育所ぬくぬく

で運動遊びをする予定です。
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本膳
490 回

　『平野で』

1988 年　小川原　脩　画

　写真の資料は「本
ほんぜん

膳」または「会
かいしょくぜん

食膳」と呼ばれる食器で、昔、冠婚葬祭や正月などのかしこまった食事

の時に使われたものです。器や膳の色には、朱色以外に黒色のもの、鶴や松が描かれたものもありました。

　膳の上に乗っている食器は、手前左から「飯
めしわん

椀」、「汁
しるわん

椀」、真ん中にあるのが「高
たかつき

杯（腰
こしだか

高）」、奥側左か

ら「平
ひら

（大
おおひら

平）椀」、「坪
つぼ

（壺
つぼ

）椀」の順番になります。器に盛り付ける料理には、飯椀にはご飯、汁椀には

みそ汁やお吸い物、高杯には香の物（漬物）、平椀には煮しめ、坪椀には酢の物や煮豆を入れました。他に「二

の膳」を用意して、そこに焼き物（魚など）、口取りなども用意しました。

　倶知安町史（昭和 36 年版）には、大正時代の結婚式の話で、『このころほとんどの農家は 2 ～ 30 人分の

客用食膳を用意していたが、親戚の家から食膳を借りてきて 5 ～ 60 人分の膳をそろえ、それにさまざまな

　「『感動の場―点』でどうだろう、点がたくさん集まり、まとま

る、それが美術館ということかな」と小川原脩は連載当初に発案

し、それがそのまま、この作品紹介コラムのタイトルになりました。1998 年の美術館着工を機に始まった

連載は開始して 25 年が経ち、小川原脩から 2 名の学芸員へ、そして学芸スタッフを交えた形へと執筆者を

変えながら、掲載 300 回を越えました。（今回は 308 回目です）

　この作品は 1998 年 10 月号で紹介され、小川原本人による文章が寄せられました。1986 年の暮れから 87

年の正月をインドのウッタルプラディッシュ州で過ごした時のことを振り返っています。『・・・ウッタル

プラディッシュ州はインドでも最も豊かな土地なのだろう。サトウキビの収穫期なので、どこを通っても収

穫したサトウキビのくきをいっぱいに積んだ車を水牛がひいて行く。行けども行けどもという感じだ。この

豊かな農村が、インドの経済を支えているのだろう。農家の庭先のようなところで、麻袋につめられた穀物

らしいものを見かけたのが印象に残ったし、はちきれんばかりの麻袋の量感が、この地の象徴と思って鳩
はと

を

飛ばし、素焼の壺
つぼ

とをアレンジして、インドの農村への讃
さ ん か

歌という意味を持たせた作品である。・・・』

　作者本人や学芸員が添えた言葉とともに絵を見ると、また違ったものが見えてくるかもしれません。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　副館長）

ご馳
ち そ う

走をつける』と記され、盛大に結婚式が行われていたようです。

　現在では、会食で本膳料理を見ることはなく、まれにお食い初めのとき

や、仏壇に供える食事、本格的な日本料理の食事で見掛けることがある程

度です。

　風土館の民具収蔵庫には、いろいろな種類の本膳が保管してありますの

で、来館して見比べてみてください。

文：今井　真司（倶知安風土館　学芸補助員）

展覧会のお知らせ

※（　）内は 10 名以上の団体料金

2 月の休館日 毎週火曜日、展示替えのため

美術館のみ 13 日～ 16 日

17 日は展覧会初日のため美術館観覧無料

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

アート・イベントのお知らせ

■第 1展示室

小川原脩展「感動の場―点」

■第 2展示室

広報くっちゃんに 1998 年から続くコラム「感動の場―点」。小

川原自身が名付けたもので、現在は連載を開始して 25 年、掲

載回数は 300 回を越えました。小川原脩の代表作の数々を、「感

動の場―点」で綴られた紹介文とともにご覧いただきます。

会期：開催中～ 5月 12 日㈰

小川原脩は麓彩会を「地方文化の苗床」として位置付け、自身

の重要な作品発表の場としていました。小川原の画業を麓彩会

展出品作を中心にたどる展覧会。

　会期：開催中～ 2月 12 日（月・祝）

小川原脩展「小川原脩と麓彩会」

■土曜サロン

おとなの手しごと（25）「コスモサークル作り」

色糸を紙にぐるぐる巻き付けてきれいな

模様のオーナメントを作ります。

日時：2 月 10 日㈯ 14 時～ 16 時

　会場 :ロビー（無料）

　お相手：金澤逸子（学芸スタッフ）

　定員：10 名※要予約、高校生以上、親子可

　1月10日、公民館で書き初め大会が、

倶知安町青少年育成会の主催で開催さ

れました。前回はコロナ禍を挟んで令

和 2 年の 1 月までさかのぼり、4 年ぶ

りの開催。会場も世代交流センターか

ら公民館に変更し、開催する側として

も勝手がわからず、どのくらい来ても

らえるか不安でしたが、これまで同様

に 50 名を超える子どもたちが参加し

てくれて、胸をなで下ろしました。

　当日は、最初に書道家 荒野洋子先

生の実技指導から。荒野さんが書を書

く場面に立ち会うのは私も初めてであ

り、子どもたちもその姿を食い入るよ

うに見つめていました。

　その後は各
おのおの

々、好きな場所に陣取っ

て書き初めを開始。太く力強い文字を

書く子や、伸びやかできれいな線を引

く子、枚数を重ねるごとにどんどん上

達する子・・・。

　思い思いに、されどみな真剣に取り

組んでくれていました。

　年の初めの催しとして、末永く続け

て行きたいと実感した次第です。

小中学生書き初め大会

福
ふ く は ら

原 秀
ひ で か ず

和館　長

会話を楽しみながら小川原脩の作品を鑑賞する展覧会です。友

人と、家族と、おひとりでも、絵の中の出来事をひも解いてみ

ませんか。おしゃべりキャラクターの「とりっちー」

がご案内します。

会期：2月 17 日㈯～ 4月 14 日㈰

〈おしゃべり美術館 2024〉対話鑑賞のススメ

■ミュージアム・コンサート

アンサンブル・クレセント《弦楽四重奏》名曲コンサート

どこかで耳にしたことのあるあの「名曲」を、バイオリン・ビ

オラ・チェロの弦楽四重奏でお楽しみください。

曲目：アイネクライネナハトムジーク、サウントオブミュー

ジックなど

　出演：森本千絵さん（バイオリン）、森由紀子さん（バイオ

リン）、猿渡美穂子さん（ビオラ）、山田慶一さん

　（チェロ）

日時：2 月 18 日㈰ 14 時～ 15 時

※日曜日ですので、ご注意ください

　会場：当館ロビー※予約不要・無料・当日先着 50 席

■ロビー・ギャラリー

冬期間に「ロビー・ギャラリー」（町内や近隣町村で創作活動を行う作家・愛好家の展示）

を開催します。会期・出品作家など、詳しくは町 HP をご覧ください。
▶



10 ～ 18 時（日曜は 17 時まで、毎週水曜休館） 
※ 17 日（土）、18 日（日）は臨時休館、27 日（火）は図書整理日のため休館

栄養士　小屋畑麻未

1 日 350㌘の野菜を食べるのを目標にしよう !!
　先月号では、野菜の 1 日摂取目標量は 350㌘で、もう
1 皿野菜料理を食べると目標達成できる人が増えると紹
介しましたが、350㌘と聞いてもイメージがしにくいとい
う方もいると思うので、350㌘となるいろんな野菜の組み
合わせパターンを写真で紹介します。

トマトやにんじんなどの色の濃い緑黄色野菜を 120㌘、
大根や白菜などの色の薄い野菜を 230㌘、合わせて 350
㌘が目標とされています。

君たちはどう生きるか 図解大事典 日本の都市伝説 
絶叫！怪異！…全 124 話

映画 窓ぎわのトットちゃん 
ストーリーブック

あなたの知らないヒミツがたくさん！

キラキラ星座ずかん
著者：宮﨑駿 監修：朝里樹 原作：黒柳徹子

著者： 八鍬新之介、
　　　　鈴木洋介

監修：甲谷保和
絵：もちうさぎ
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絵本館

公民館 3 階図書室 10 ～ 17 時（毎週月曜休室）
※ 29 日（木）は図書整理日のため休室

新着図書のお知らせ

　過去の雑誌を片付け

ていたら、手が止まっ

た。2005 年 3 月 9 日 発

行ニューズウィーク日本

版、表紙特集「外国人

しか知らない ㊙ JAPAN

新雪のゲレンデにオージーが恋をした

GUIDE 新しい日本の歩き方 2005」。「新雪の…」

の見出しではじまった。

「14 年前は数人だけのオーストラリア人。その

ニセコが今では『リトル・シドニー』に。彼らの

目的はスキー。日本料理や温泉ではなかった。な

ので、長期滞在向け宿泊施設を自ら建設。魅力は

豊富なパウダースノー、周辺の自然の素晴らしさ、

リフト料金の安さ、夜 9時まで楽しめるゲレンデ

･･･」そして、「急速に変貌するニセコから、しば

らく目が離せない」記事はそう締めくくられた。

　あれから 19 年、ニセコエリアは「インバウン

ド観光立国の優等生」の声も。ならば一層、私た

ちは「住民が心豊かに暮らし続ける」まちづくり

▲新年交礼会（1 月 5 日）

を着実に！

商い同心
人情そろばん御用帖

私が鳥のときは 人間標本 すぐできる自力整体

著者：梶よう子 著者：平戸萌 著者：湊かなえ 著者：矢上真理恵
監修：矢上裕

今日は何を食べよう？

★そのまま食べられる
お手軽 350㌘

★いろいろな野菜を
組み合わせて 350㌘

★小鉢 1 皿分（70㌘）の例

カレンダー市にご寄付いただいた個人・法人の皆さま、
ご購入いただいた皆さま、ありがとうございました。


